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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数のＷＷＡＮ技術を使用出来るようにする。
【解決手段】ワイヤレス信号情報が少なくとも１つのワ
イヤレス広域ネットワーク技術を通じて受信されるワイ
ヤレス通信のために方法、装置、コンピュータプログラ
ム製品が提供される。加えて、ワイヤレス信号情報に関
連するデータが集約される。さらに、データは、少なく
とも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術とことなる
ワイヤレス広域ネットワーク技術を通じてワイヤレスノ
ードに提供される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、ワイヤレス信号情報を
受信することと、
　前記ワイヤレス信号情報に関連するデータを集約することと、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワークを使用して、第１のワイヤレスノードに前記データのサブセットを提供することと
を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用することに関連する第２の情報、前記
少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワークのために干渉回避を提供する能力に関連す
る第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、または検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域
ネットワーク技術に関連する追加データのために前記第１のワイヤレスノードからクエリ
を受信することと、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データを提供することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記１つのワイヤレス広域ネットワーク技術
の周波数範囲内で動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、または前記１つのワ
イヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つの備える
、
請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　第２のワイヤレスノードから追加データを受信することと、ここで、前記追加データは
、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワーク技術のセットに関連する、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データのサブセットを提供することと
　をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術は、前記セット中の前記ワイヤレ
ス広域ネットワーク技術と異なる、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに、前
記追加データの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供することをさらに備える
、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記追加データに類似するデータが他のワイヤレスノードから受信した場合、前記信頼
性測定値を増加させることをさらに備える、
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請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のワイヤレスノードから位置情報を受信することをさらに備え、前記データの
前記サブセットは、前記受信した位置情報に依存する、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　少なくとも１つのワイヤレスノードから少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク
技術に関連するデータを受信することと、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワーク技術を使用して、ワイヤレスノードに前記データのサブセットを提供することと
を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項１１】
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用可能にすることに関連する第２の情報
、あるいは前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避を提
供する能力に関連する第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、あるいは検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域
ネットワーク技術に関連する追加データのために前記ワイヤレスノードからクエリを受信
することと、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータを提供することと
をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術の周波
数範囲内の動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、あるいは前記１つのワイヤ
レス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス広域ネットワーク技術のセットを使用して、ワイヤレス信号情報を受信する
ことと、
　前記ワイヤレス信号情報に関連する追加データとともに前記受信データを集約すること
と、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータのサブセットを提供することと
をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに、前記デー
タの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供することをさらに備える、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　前記受信データに類似するデータが他のワイヤレスノードから受信された場合、前記信
頼性測定値を増加させることをさらに備える、
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請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ワイヤレスノードから位置情報を受信することをさらに備え、前記データのサブセ
ットは、前記受信位置情報に依存する、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１９】
　第１の装置から、少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレ
ス広域ネットワーク技術を使用して、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク
技術で情報を受信することと、
　前記受信情報に基づいて第２の装置を通じて前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のう
ちの１つを利用することと
を備える、方法。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つで追加情報の
ために前記第１の装置をクエリすることと、
　前記第１の装置から前記追加情報を受信することと
　をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、さらに前記
受信した追加情報に基づいて利用される、
請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、前記受信した情報のみに基
づいて利用される、
請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　追加情報を取得するために前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つに対
してスキャンすることをさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記
１つは、さらに前記取得された追加情報に基づいて利用される、
請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記第１の装置に位置情報を提供することをさらに備え、前記第１の装置から受信した
前記情報は、前記提供された位置情報に依存する、
請求項１９に記載の方法。
【請求項２４】
　少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、ワイヤレス信号情報を
受信するための手段と、
　前記ワイヤレス信号情報に関連するデータを集約するための手段と、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワークを使用して、第１のワイヤレスノードに前記データのサブセットを提供するための
手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２５】
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用することに関連する第２の情報、前記
少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワークのために干渉回避を提供する能力に関連す
る第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、または検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
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請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域ネ
ットワーク技術に関連する追加データのために前記第１のワイヤレスノードからクエリを
受信するための手段と、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データを提供するための手段と
をさらに備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項２８】
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記１つのワイヤレス広域ネットワーク技術
の周波数範囲内で動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、または前記１つのワ
イヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つの備える
、
請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　第２のワイヤレスノードから追加データを受信するための手段と、ここで、前記追加デ
ータは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域
ネットワーク技術のセットに関連する、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データのサブセットを提供するための手段と
　をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術は、前記セット中の前記ワイヤレ
ス広域ネットワーク技術と異なる、
請求項２４に記載の装置。
【請求項３０】
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに、前
記追加データの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供するための手段をさらに
備える、
請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記追加データに類似するデータが他のワイヤレスノードから受信した場合、前記信頼
性測定値を増加させるための手段をさらに備える、
請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記第１のワイヤレスノードから位置情報を受信するための手段をさらに備え、前記デ
ータの前記サブセットは、前記受信した位置情報に依存する、
請求項２４に記載の装置。
【請求項３３】
　少なくとも１つのワイヤレスノードから少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク
技術に関連するデータを受信するための手段と、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワーク技術を使用して、ワイヤレスノードに前記データのサブセットを提供するための手
段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３４】
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用可能にすることに関連する第２の情報
、あるいは前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避を提
供する能力に関連する第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
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請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、あるいは検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域ネ
ットワーク技術に関連する追加データのために前記ワイヤレスノードからクエリを受信す
るための手段と、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータを提供するための手段と
をさらに備える、請求項３３に記載の装置。
【請求項３７】
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術の周波
数範囲内の動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、あるいは前記１つのワイヤ
レス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　ワイヤレス広域ネットワーク技術のセットを使用して、ワイヤレス信号情報を受信する
ための手段と、

　前記ワイヤレス信号情報に関連する追加データとともに前記受信データを集約するため
の手段と、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータのサブセットを提供するための手段と
をさらに備える、請求項３３に記載の装置。
【請求項３９】
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに、前記デー
タの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供するための手段をさらに備える、
請求項３３に記載の装置。
【請求項４０】
　前記受信データに類似するデータが他のワイヤレスノードから受信された場合、前記信
頼性測定値を増加させるための手段をさらに備える、
請求項３９に記載の装置。
【請求項４１】
　前記ワイヤレスノードから位置情報を受信するための手段をさらに備え、前記データの
サブセットは、前記受信位置情報に依存する、
請求項３３に記載の装置。
【請求項４２】
　第１の装置から、少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレ
ス広域ネットワーク技術を使用して、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク
技術で情報を受信するための手段と、
　前記受信情報に基づいて第２の装置を通じて前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のう
ちの１つを利用するための手段と
を備える、装置。
【請求項４３】
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つで追加情報の
ために前記第１の装置をクエリするための手段と、
　前記第１の装置から前記追加情報を受信するための手段と
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　をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、さらに前記
受信した追加情報に基づいて利用される、
請求項４２に記載の装置。
【請求項４４】
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、前記受信した情報のみに基
づいて利用される、
請求項４２に記載の装置。
【請求項４５】
　追加情報を取得するために前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つに対
してスキャンするための手段をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうち
の前記１つは、さらに前記取得された追加情報に基づいて利用される、
請求項４２に記載の装置。
【請求項４６】
　前記第１の装置に位置情報を提供するための手段をさらに備え、前記第１の装置から受
信した前記情報は、前記提供された位置情報に依存する、
請求項４２に記載の装置。
【請求項４７】
　少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、ワイヤレス信号情報を
受信するためのコードと、
　前記ワイヤレス信号情報に関連するデータを集約するためのコードと、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワークを使用して、第１のワイヤレスノードに前記データのサブセットを提供するための
コードと
を備える、コンピュータ可読媒体を備える
コンピュータプラム製品。
【請求項４８】
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用することに関連する第２の情報、前記
少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワークのために干渉回避を提供する能力に関連す
る第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項４７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項４９】
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、または検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項４８に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５０】
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域
ネットワーク技術に関連する追加データのために前記第１のワイヤレスノードからクエリ
を受信するためのコードと、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データを提供するためのコードと
をさらに備える、請求項４７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５１】
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記１つのワイヤレス広域ネットワーク技術
の周波数範囲内で動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、または前記１つのワ
イヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つの備える
、
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請求項５０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５２】
　前記コンピュータ可読媒体は、
　第２のワイヤレスノードから追加データを受信するためのコードと、ここで、前記追加
データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広
域ネットワーク技術のセットに関連される、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データのサブセットを提供するためのコードと
をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術は、前記セット中の前記ワイヤレス
広域ネットワーク技術と異なる、
請求項４７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５３】
　前記コンピュータ可読媒体は、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記
第１のワイヤレスノードに、前記追加データの前記サブセットに対応する、信頼性測定値
を提供するためのコードをさらに備える、
請求項５２に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５４】
　前記コンピュータ可読媒体は、前記追加データに類似するデータが他のワイヤレスノー
ドから受信した場合、前記信頼性測定値を増加させるためのコードをさらに備える、
請求項５３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５５】
　前記コンピュータ可読媒体は、前記第１のワイヤレスノードから位置情報を受信するた
めのコードをさらに備え、前記データの前記サブセットは、前記受信した位置情報に依存
する、
請求項４７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５６】
　少なくとも１つのワイヤレスノードから少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク
技術に関連するデータを受信するためのコードと、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワーク技術を使用して、ワイヤレスノードに前記データのサブセットを提供するためのコ
ードと
を備える、コンピュータ可読媒体を備える
コンピュータプログラム製品。
【請求項５７】
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用可能にすることに関連する第２の情報
、あるいは前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避を提
供する能力に関連する第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項５６に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５８】
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、あるいは検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項５７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５９】
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域
ネットワーク技術に関連する追加データのために前記ワイヤレスノードからクエリを受信
するためのコードと、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
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ータを提供するためのコードと
をさらに備える、
請求項５６に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６０】
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術の周波
数範囲内の動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、あるいは前記１つのワイヤ
レス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項５９に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６１】
　コンピュータ可読媒体は、
　ワイヤレス広域ネットワーク技術のセットを使用して、ワイヤレス信号情報を受信する
ためのコードと、
　前記ワイヤレス信号情報に関連する追加データとともに前記受信データを集約するため
のコードと、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータのサブセットを提供するコードと
をさらに備える、請求項５６に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６２】
　前記コンピュータ可読媒体は、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記
ワイヤレスノードに、前記データの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供する
ためのコードをさらに備える、
請求項５６に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６３】
　前記コンピュータ可読媒体は、前記受信データに類似するデータが他のワイヤレスノー
ドから受信された場合、前記信頼性測定値を増加させるコードをさらに備える、
請求項６２に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６４】
　コンピュータ可読媒体は、前記ワイヤレスノードから位置情報を受信するためのコード
をさらに備え、前記データのサブセットは、前記受信位置情報に依存する、
請求項５６に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６５】
　第１の装置から、少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレ
ス広域ネットワーク技術を使用して、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク
技術で情報を受信するためのコードと、
　前記受信情報に基づいて第２の装置を通じて前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のう
ちの１つを利用するためのコードと
　を備える、コンピュータ可読媒体を備える
コンピュータプログラム製品。
【請求項６６】
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つで追加情報の
ために前記第１の装置をクエリするためのコードと、
　前記第１の装置から前記追加情報を受信するためのコードと
　をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、さらに前記
受信した追加情報に基づいて利用される、
請求項６５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６７】
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、前記受信した情報のみに基
づいて利用される、
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請求項６５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６８】
　前記コンピュータ可読媒体は、追加情報を取得するために前記ワイヤレス広域ネットワ
ーク技術のうちの前記１つに対してスキャンするためのコードをさらに備え、前記ワイヤ
レス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、さらに前記取得された追加情報に基づい
て利用される、
請求項６５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６９】
　前記コンピュータ可読媒体は、前記第１の装置に位置情報を提供することをさらに備え
、前記第１の装置から受信した前記情報は、前記提供された位置情報に依存する、
請求項６５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項７０】
　複数のワイヤレス広域ネットワーク技術を使用するように構成されたワイヤレスインタ
ーフェースと、
前記ワイヤレス広域ネットワーク技術に接続された処理システムと
　を備え、前記処理システムは、
　前記ワイヤレスインターフェースを通じて、少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワ
ーク技術を使用して、ワイヤレス信号情報を受信し、
　前記ワイヤレス信号情報に関連するデータを集約し、
　前記ワイヤレスインターフェースと通じて、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネッ
トワーク技術と異なるワイヤレス広域ネットワークを使用して、第１のワイヤレスノード
に前記データのサブセットを提供する
ように構成される、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項７１】
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用することに関連する第２の情報、前記
少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワークのために干渉回避を提供する能力に関連す
る第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項７０に記載の装置。
【請求項７２】
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、または検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項７１に記載の装置。
【請求項７３】
　前記処理システムは、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域
ネットワーク技術に関連する追加データのために前記第１のワイヤレスノードからクエリ
を受信し、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データを提供する
ようにさらに構成される、請求項７０に記載の装置。
【請求項７４】
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記１つのワイヤレス広域ネットワーク技術
の周波数範囲内で動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、または前記１つのワ
イヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つの備える
、
請求項７３に記載の装置。
【請求項７５】
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　前記処理システムは、
　第２のワイヤレスノードから追加データを受信し、ここで、前記追加データは、前記少
なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネットワーク技
術のセットに関連される、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データのサブセットを提供する
　ようにさらに構成され、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術は、前記セット中の前記
ワイヤレス広域ネットワーク技術と異なる、
請求項７０に記載の装置。
【請求項７６】
　前記処理システムは前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイ
ヤレスノードに、前記追加データの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供する
ようにさらに構成される、
請求項７５に記載の装置。
【請求項７７】
　前記処理システムは、前記追加データに類似するデータが他のワイヤレスノードから受
信した場合、前記信頼性測定値を増加させるようにさらに構成される、
請求項７６に記載の装置。
【請求項７８】
　前記処理システムは、前記第１のワイヤレスノードから位置情報を受信するようにさら
に構成され、前記データの前記サブセットは、前記受信した位置情報に依存する、
請求項７０に記載の装置。
【請求項７９】
　複数のワイヤレス広域ネットワーク技術を使用するように構成されたワイヤレスインタ
ーフェースと、
　前記ワイヤレスインターフェースに接続する処理システムと
を備え、前記処理システムは、
　前記ワイヤレスインターフェースを通じて、少なくとも１つのワイヤレスノードから少
なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術に関連するデータを受信し、
　前記ワイヤレスインターフェースを通じて、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネッ
トワーク技術と異なるワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、ワイヤレスノードに
前記データのサブセットを提供する
ように構成される、装置。
【請求項８０】
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用可能にすることに関連する第２の情報
、あるいは前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避を提
供する能力に関連する第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項７９に記載の装置。
【請求項８１】
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、あるいは検出された信号強度のうちの少なくとも１つを備える、
請求項８０に記載の装置。
【請求項８２】
　前記処理システムは、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域
ネットワーク技術に関連する追加データのために前記ワイヤレスノードからクエリを受信
し、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
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ータを提供する
ようにさらに構成される、請求項７９に記載の装置。
【請求項８３】
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術の周波
数範囲内の動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、あるいは前記１つのワイヤ
レス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つを備える、
請求項８２に記載の装置。
【請求項８４】
　前記処理システムは、
　ワイヤレス広域ネットワーク技術のセットを使用して、ワイヤレス信号情報を受信し、
　前記ワイヤレス信号情報に関連する追加データとともに前記受信データを集約し、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータのサブセットを提供する
ようにさらに構成される、請求項７９に記載の装置。
【請求項８５】
前記処理システムは、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレス
ノードに、前記データの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供するようにさら
に構成される、
請求項７９に記載の装置。
【請求項８６】
　前記処理システムは、前記受信データに類似するデータが他のワイヤレスノードから受
信された場合、前記信頼性測定値を増加させるようにさらに構成される、
請求項８５に記載の装置。
【請求項８７】
　前記処理システムは、前記ワイヤレスノードから位置情報を受信するようにさらに構成
され、前記データのサブセットは、前記受信位置情報に依存する、
請求項７９に記載の装置。
【請求項８８】
　複数のワイヤレス広域ネットワーク技術を使用するように構成された無線インタフェー
スと
　前記ワイヤレスインターフェースに接続する処理システムと
　を備え、前記処理システムは、
　前記ワイヤレスインターフェースを通じて、第１の装置から、少なくとも１つのワイヤ
レス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記少
なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術で情報を受信し、
　前記ワイヤレスインターフェースを通じて、前記受信情報に基づいて第２の装置を通じ
て前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つを利用する
ように構成される、装置。
【請求項８９】
　前記処理システムは、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つで追加情報の
ために前記第１の装置をクエリし、
　前記第１の装置から前記追加情報を受信する
　ようにさらに構成され、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、さ
らに前記受信した追加情報に基づいて利用される、
請求項８８に記載の装置。
【請求項９０】
　前記処理システムは、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、前記
受信した情報のみに基づいて利用される、
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請求項８８に記載の装置。
【請求項９１】
　前記処理システムは、追加情報を取得するために前記ワイヤレス広域ネットワーク技術
のうちの前記１つに対してスキャンするようにさらに構成され、前記ワイヤレス広域ネッ
トワーク技術のうちの前記１つは、さらに前記取得された追加情報に基づいて利用される
、
請求項８８に記載の装置。
【請求項９２】
　前記処理システムは、前記第１の装置に位置情報を提供するようにさらに構成され、前
記第１の装置から受信した前記情報は、前記提供された位置情報に依存する、
請求項８８に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、概して通信に関し、特にワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）技術の集
約および対応付けられたブロードキャストに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレス通信システムは、電話による通信、ビデオ、データ、メッセージおよびブロ
ードキャストのような様々なテレコミュニケーションサービスを提供するために広く展開
されている。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば
帯域幅、送信電力）を共有することによって複数ユーザとの通信をサポートすることがで
きる多元接続システムでありうる。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムおよびシングルキ
ャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システムを含む。システムは、例えば３Ｇ
ＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）のように第三世代パートナーシッププロジ
ェクト（３ＧＰＰ）の仕様書に従うことができる。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善し、
コストダウンし、サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、他のオープンスタンダ
ードとよりよく統合する、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭ
ＴＳ）モバイル基準に対する拡張のセットである。
【０００３】
　概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のユーザ設備（ＵＥ）のために同時
に通信をサポートしうる。各ＵＥは、フォワードリンクおよびリバースリンク上の伝送を
介して基地局（ＢＳ）と通信しうる。フォワードリンク（またはダウンリンク（ＤＬ））
は、ＢＳからＵＥへの通信リンクを指し、リバースリンク（またはアップリンク（ＵＬ）
）は、ＵＥからＢＳへの通信リンクを指す。ＵＥとＢＳとの間の通信は、単一入力単一出
力（ＳＩＳＯ）システム、単一入力多出力（ＳＩＭＯ）システム、多入力単一出力（ＭＩ
ＳＯ）システム、多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立されうる。ＵＥは、ピ
アツーピアワイヤレスネットワーク構成で他のＵＥと通信する（および／またはＢＳが他
のＢＳと通信する）ことができる。
【０００４】
　ますます多くのワイヤレスプロトコルおよびＷＷＡＮ技術は今後共存することになる。
ＵＥは、ワイヤレス接続のために１つまたは複数のＷＷＡＮ技術を使用する能力を有する
可能性がある。しかしながら、ＷＷＡＮ技術の存在有無のためにスキャンすることは、多
くのエネルギーを消費し、ＵＥに対して重大なオーバーヘッドとなる。そのため、ニーズ
は、ＵＥがより少ないエネルギーを消費し、オーバーヘッドを低減するように、ＵＥにＷ
ＷＡＮ技術情報を提供するシステムに対して存在する。
【発明の概要】
【０００５】
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　開示の態様において、ワイヤレス通信のための方法、装置およびコンピュータプログラ
ム製品は、どのワイヤレス信号情報が少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術
を使用して受信されるかを提供する。ワイヤレス信号情報に関連するデータが集約される
。データのサブセットは、その少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異な
るワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、第１のワイヤレスノードに提供される。
【０００６】
　開示の別の態様において、ワイヤレス通信のための方法、装置およびコンピュータプロ
グラム製品は、少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術に関係するどのデータ
が少なくとも１つのワイヤレスノードから受信されるかを提供する。データのサブセット
は、少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネットワ
ーク技術を使用して、ワイヤレスノードに提供される。
【０００７】
　開示の別の態様において、ワイヤレス通信のための方法、装置およびコンピュータプロ
グラム製品は、どの情報が、第１の装置から、少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワ
ーク技術と異なるワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、少なくとも１つのワイヤ
レス広域ネットワーク技術上で受信されるかを提供する。少なくとも１つのワイヤレス広
域ネットワーク技術のうちの１つは、受信した情報に基づいて第２の装置を通じて利用さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、ワイヤレス通信システムの例示である。
【図２】図２は、ワイヤレス通信ネットワークの例示である。
【図３】図３は、ワイヤレス通信システムのブロック図である。
【図４】図４は、装置の構成を説明するブロック図である。
【図５】図５は、通信中の例示的なＢＳおよびＵＥのブロック図である。
【図６】図６は、例示的な装置のモジュールフローチャートである。
【図７】図７は、例示的な装置の別のモジュールフローチャートである。
【図８】図８は、例示的な装置のさらに別のモジュールフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　様々な実施形態は、本明細書全体を通じて類似の参照番号が類似の要素を参照するため
に使用される、図面に関連してここで説明される。以下の記載では、説明の目的のために
、１または複数の実施形態の完全な理解を提供するために、多くの具体的な詳細が述べら
れる。しかしながら、このような実施形態は、これら具体的な詳細無しで実現されうるこ
とが明からである。他の事例では、１または複数の実施形態の記載を容易にするために、
周知の構成およびデバイスがブロック図形式で示される。
【００１０】
　本明細書の中で使用されるように、用語「コンポーネント」、「モジュール」、および
「システム」は、コンピュータ関連エンティティ、ハードウェア、ファームウェア、ハー
ドウェアおよびソフトウェアの組み合わせ、ソフトウェア、または実行中のソフトウェア
のいずれも参照するように意図される。例えば、コンポーネントは、限定される訳ではな
いが、プロセッサ上で実行中のプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行形式、実行ス
レッド、プログラム、および／またはコンピュータでありうる。例示によれば、コンピュ
ーティングデバイス上で実行中のアプリケーションと、コンピューティングデバイスとの
両方がコンポーネントとなりうる。１または複数のコンポーネントは、プロセスおよび／
または実行スレッド内に存在し、コンポーネントは、１つのコンピュータに局在化される
か、および／または、複数のコンピュータに分散されうる。さらに、これらのコンポーネ
ントは、さまざまなデータ構造を格納したさまざまなコンピュータ可読媒体から実行可能
である。これらコンポーネントは、（例えば、信号によってローカル・システムや分散シ
ステム内の他のコンポーネントとインタラクトする１つのコンポーネントからのデータ、
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および／または、他のシステムを備えた例えばインターネットのようなネットワークを経
由して他のコンポーネントとインタラクトする１つのコンポーネントからのデータのよう
な）１または複数のデータのパケットを有する信号にしたがって、ローカル処理および／
またはリモート処理によって通信することができる。
【００１１】
　更に、様々な実施形態は、ＵＥに関連して本明細書で説明される。ＵＥは、さらにモバ
イル・デバイス、システム、加入者ユニット、加入者局、移動局、モバイル、遠隔局、遠
隔端末、アクセス端末、ユーザ端末、端末、ワイヤレス通信デバイス、ユーザーエージェ
ント、ユーザ装置またはデバイスと称することができる。ＵＥは、セルラ電話、コードレ
ス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、無線ローカル・ループ（ＷＬＬ）局
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線接続機能を有するハンドヘルド・デバイス、コンピュー
ティングデバイス、あるいは、無線モデムに接続されたその他の処理デバイスでありうる
。さらに、本明細書では、さまざまな実施形態が、基地局に関連して記載される。ＢＳは
、ＵＥと通信するために利用することができ、アクセスポイント、ノードＢ、発展ノード
Ｂ（ｅＮｏｄｅ　ＢまたはｅＮＢ）、無線基地局（ＢＴＳ）または他のある用語として呼
ぶことができる。
【００１２】
　さらに、本明細書に説明されたさまざまな態様または特徴は、基準プログラミングおよ
び／またはエンジニアリング技術を使用する方法、装置、または製造物品で実施すること
ができる。本明細書で使用されるような用語「製造物品」は、任意の機械可読デバイス、
キャリアまたは媒体からアクセス可能なコンピュータプログラムを包含するように意図さ
れる。機械可読媒体は、磁気ストレージデバイス（例えば、ハードディスク、フロッピー
（登録商標）ディスク、磁気ストリップ（ｍａｇｎｅｔｉｃ　ｓｔｒｉｐｓ））、光学デ
ィスク（例えば、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタル汎用ディスク（ＤＶＤ））、ス
マートカード、フラッシュメモリデバイス（例えば、ＥＰＲＯＭ、カード、スティック、
キードライブ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、
消去可能なＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、レジスタ、リムーバブルディスク、キャリアウェーブ
、伝送回路、任意の他の適切な記憶デバイス、または命令が送信されるまでの任意の他の
装置あるいは手段を含むことができるがこれらに限定されない。
【００１３】
　本明細書に説明された技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡおよびＳＣ
－ＦＤＭＡのような様々なワイヤレス通信システムのために使用されうる。「システム」
、「ネットワーク」という用語はしばしば置換可能に使用される。ＣＤＭＡシステムは、
ユニバーサルテレストリアルラジオアクセス（ＵＴＲＡ）またはＣＤＭＡ２０００のよう
な無線技術を実施しうる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）およびＣＤＭＡ
のその他の変形を含んでいる。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００規格、ＩＳ－９５規
格、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡシステムは、例えばグローバルシス
テムフォーモバイルコミュニケーション（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を実施
することができる。汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）は、ＧＳＭユーザのためのパ
ケット指向のモバイルサービスである。ＯＦＤＭＡシステムは、例えばイボルブドＵＴＲ
Ａ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ　８０
２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２．
２０、またはフラッシュ－ＯＦＤＭ（登録商標）のような無線技術を実施することができ
る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシス
テム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ　ＬＴＥは、より多くのユーザおよびより高い
データレートをサポートするためにダウンリンクでＯＦＤＭＡを、アップリンクでＳＣ－
ＦＤＭＡを用い、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を用いる、Ｅ－ＵＴＲＡを使用
するリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３Ｇ
ＰＰ機関からの文書の中で説明される。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、第３世代パー
トナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）機関からの文書の中で説明される。
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【００１４】
　図１に示すように、ワイヤレス通信方法１００が例示される。システム１００は、複数
のアンテナグループを含むことができるＢＳ１０２を含む。例えば、１つのアンテナグル
ープは、アンテナ１０４およびアンテナ１０６を含むことができ、別のグループは、アン
テナ１０８およびアンテナ１１０を備えることができ、さらに別のグループは、アンテナ
１１２およびアンテナ１１４を備えることができる。２本のアンテナが各アンテナグルー
プのために例証される。しかしながら、２本より多いアンテナ、または２本より少ないア
ンテナも、各グループのために利用されうる。ＢＳ１０２はさらに、送信機チェーンおよ
び受信機チェーンを備えうる。これらの各々は、当業者によって認識されるであろうが、
（例えば、プロセッサ、変調器、マルチプレクサ、復調器、デマルチプレクサ、アンテナ
のように）信号の送信および受信に関連付けられた複数のコンポーネントを含みうる。
【００１５】
　ＢＳ１０２は、ＵＥ１１６およびＵＥ１２６のような１つまたは複数のＵＥと通信する
ことができる。しかしながら、ＢＳ１０２は、ＵＥ１１６、１２６に類似した実質的に任
意の数のＵＥと通信しうることが認識されるべきである。描かれているように、ＵＥ１１
６は、アンテナ１１２および１１４との通信中である。アンテナ１１２、１１４は、フォ
ワードリンク１１８によってＵＥ１１６へ情報を送信し、リバースリンク１２０によって
ＵＥ１１６から情報を受信する。周波数分割複信（ＦＤＤ）システムでは、例えば、フォ
ワードリンク１１８は、リバースリンク１２０によって使用されるものとは異なる周波数
帯域を利用しうる。さらに、時分割複信（ＴＤＤ）システムでは、フォワードリンク１１
８およびリバースリンク１２０は、共通の周波数を利用しうる。
【００１６】
　通信するように指定された領域および／またはアンテナの各グループは、ＢＳ１０２の
セクタと称されうる。例えば、アンテナグループは、ＢＳ１０２によってカバーされた領
域のセクタ内のＵＥと通信するように設計されうる。フォワードリンク１１８による通信
では、ＢＳ１０２の送信アンテナは、ＵＥ１１６のフォワードリンク１１８の信号対雑音
比（ＳＮＲ）を向上するために、ビームフォーミングを利用しうる。ＢＳ１０２が関連す
るカバレージに分散したＵＥ１１６に送信するためにビームフォーミングを利用している
が、近隣セクタのＵＥは、ＢＳが通信しているすべてのＵＥに単一のアンテナを通じて送
信するＢＳと比較してより少ない干渉となる傾向がある。ＵＥ１１６および１２６は、さ
らにピアツーピアまたはアドホック技術を使用して、互いに直接通信することができる（
１４０）。
【００１７】
　図１に示されるように、ＢＳ１０２は、バックホールリンク接続を通じて、サービスプ
ロバイダのネットワークのような、ネットワーク１２２と通信することができる。フェム
トセル１２４は、（上記で説明されるように、フォワードリンク１１８およびリバースリ
ンク１２０と同様に）フォワードリンク１２８およびリバースリンク１３０を通じてＵＥ
１２６と通信を容易にするようにために提供されることができる。フェムトセル１２４は
、ＢＳ１０２に酷似して１つまたは複数のＵＥ１２６にアクセスを提供するが、より小さ
いスケールのようなアクセスを提供することができる。フェムトセル１２４は、住宅、ビ
ジネス、および／または他の近距離設定で構成されることができる。フェムトセル１２４
は、バックホールリンク接続を利用するネットワーク１２２に接続することができる。そ
れは、広帯域インターネット回線（例えばＴ１／Ｔ３、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、
ケーブル）を通じて接続することができる。
【００１８】
　図２は、多くのＵＥをサポートするように構成された無線通信ネットワーク２００の例
示である。このシステム２００は、例えばマクロセル２０２Ａ－２０２Ｇのような複数の
セルのための通信を提供する。ここで、各々のセルは、対応するＢＳ２０４Ａ－２０４Ｇ
によってサービス提供される。ＵＥ２０６Ａ－２０６Ｉは、無線通信システム２００の全
体にわたって様々な位置に分散して示される。各ＵＥ２０６Ａ－２０６Ｉは、図示されて
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いるように、順方向リンク及び／または逆方向リンク上で１つまたは複数のＢＳ２０４Ａ
－２０４Ｇと通信することができる。加えて、フェムトセル２０８Ａ－２０８Ｃがさらに
示されている。ＵＥ２０６Ａ－２０６Ｉは、さらにフェムトセル２０８Ａ－２０８Ｃと通
信することができる。ワイヤレス通信システム２００は、広域をカバーするマクロセル２
０２Ａ－２０２Ｇおよび住宅とオフィスビルのようなエリアでサービスを提供するフェム
トセル２０８Ａ－２０８Ｃで、広範な地理的な領域にわたるサービスを提供することがで
きる。ＵＥ２０６Ａ－２０６Ｉは、無線および／またはバックホール接続を通じてｅＮＢ
２０４Ａ－２０４Ｇおよび／またはフェムトセル２０８Ａ－２０８Ｃとの接続を確立しう
る。
【００１９】
　図３は、ワイヤレス通信システム３００のブロック図である。ワイヤレス通信システム
３００は、別のＵＥ３５０との通信におけるＢＳ３１０のためのブロック図を描写する。
ＢＳ３１０で、ＴＸデータプロセッサ３１４は、各データストリームのために選択された
特定のコーディングスキームに基づいてデータストリームをフォーマットし、コード化し
、フォーマットする。ＴＸデータプロセッサ３１４は、変調シンボルストリームを提供す
るためにそのデータストリームのために選択された特定の変調スキーム（例えば２相位相
変調（ＢＰＳＫ）、４相位相変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ相位相変調（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ値直交
振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて各データストリームのためにコード化されたデータ
を変調することができる。各々のデータストリームのためのデータレート、コーディング
、および変調は、プロセッサ３３０によって実行または提供される指示によって決定され
うる。
【００２０】
　ＢＳ３１０は、モデム３４０のセットを含む。１つの構成において、各々のモデムは、
ＴＸデータプロセッサ、ＲＸデータプロセッサ、および１つまたは複数のトランシーバ３
２２および対応するアンテナ３２４Ａとして表わされうる。そのような構成において、Ｂ
Ｓ３１０が２つ以上のモデムを含む場合、ＴＸおよびＲＸデータプロセッサ３１４、３４
２は、複数のＴＸおよびＲＸデータプロセッサそれぞれを各々含みうる。別の構成におい
て、１セットのモデム３４０における１つまたは複数のモデムは、受信能力のみを有する
ため、ＲＸデータプロセッサおよび１つまたは複数の受信機と対応するアンテナ３２４Ａ
として表わされうる。
【００２１】
　ＵＥ３５０は、１セットのモデム３８０を含む。各モデムは、ＴＸデータプロセッサ、
ＲＸデータプロセッサ、および１つまたは複数のトランシーバ３５４と対応するアンテナ
３５２Ａとして表わされうる。そのため、ＵＥ３５０が２つ以上のモデムを含む場合、Ｔ
ＸおよびＲＸデータプロセッサ３３８、３６０は、複数のＴＸおよびＲＸデータプロセッ
サそれぞれを各々含みうる。
【００２２】
　ＲＸデータプロセッサ３６０は、受信データを復調し、デインターリブし、復号する。
ＲＸデータプロセッサ３６０による処理は、ＢＳ３１０でＴＸデータプロセッサ３１４に
よって実行されたものに相補的である。
【００２３】
　ＵＥ３５０、ＴＸデータプロセッサ３３８は、各データストリームのために選択された
特定のコーディングスキームに基づいてフォーマットし、コード化し、インターリーブす
る。ＴＸデータプロセッサ３３８は、変調シンボルストリームを提供するためにそのデー
タストリームのために選択された特定の変調スキームに基づいて各データストリームのた
めのコード化データを変調することができる。各データストリームのためのデータレート
、コーディングおよび変調は、プロセッサ３７０によって実行または提供される指示によ
って決定されることができる。データは、１つまたは複数の送信機３５４ＴＸによって調
整され、ＢＳ３１０返信される。
【００２４】
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　ＢＳ３１０で、ＵＥ３５０からの変調信号は、１つまたは複数のアンテナ３２４Ａによ
って受信され、対応する受信機３２２ＲＸによって調整され、ＵＥ３５０によって送信さ
れたデータを抽出するためにＲＸデータプロセッサ３４２によって復調され、処理される
。
【００２５】
　プロセッサ３３０およびプロセッサ３７０は、ＢＳ３１０およびＵＥ３５０それぞれに
おける動作を指示（例えば、制御、調整、および管理）しうる。プロセッサ３３０および
プロセッサ３７０はそれぞれ、プログラムコードおよびデータを格納する機械可読媒体３
３２およびメモリ３７２に関連付けられうる。プロセッサ３３０およびプロセッサ３７０
はさらに、アップリンクおよびダウンリンクそれぞれのための周波数およびインパルス応
答推定値を導出する計算を実行する。
【００２６】
　図４は、装置４００のための構成を説明するブロック図である。装置４００はワイヤレ
スインターフェース４０２、処理システム４０４および機械可読媒体４０６を含みうる。
装置４００は、ＢＳ３１０またはＵＥ３５０のいずれかに対応しうる。装置４００がＢＳ
３１０に対応する場合、処理システム４０４は、プロセッサ３３０に対応し、機械可読媒
体４０６は、メモリ３３２に対応し、ワイヤレスインターフェース４０２は、アンテナ３
２４Ａ、トランシーバ３２２、ＴＸデータプロセッサ３１４、およびＲＸデータプロセッ
サ３４２を含む、モデム３４０のセットに対応する。装置４００がＵＥ３５０に対応する
場合、処理システム４０４は、プロセッサ３７０に対応し、機械可読媒体４０６は、メモ
リ３７２に対応し、ワイヤレスインターフェース４０２は、アンテナ３５２Ａ、トランシ
ーバ３５４、ＴＸデータプロセッサ３３８およびＲＸデータプロセッサ３６０を含む、モ
デム３５０のセットに対応する。
【００２７】
　ワイヤレスインターフェース４０２は、処理システム４０４に統合されるか、装置の複
数のエンティティにわたって分配されうる。処理システム４０４は、１つまたは複数のプ
ロセッサで実施されうる。１つまたは複数のプロセッサは、汎用マイクロプロセッサ、マ
イクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（
ＤＳＰＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブルロジ
ックデバイス（ＰＬＤ）、制御器、集積回路（ＩＣ）、特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）、
ステートマシン、ゲート論理、離散的ハードウェアコンポーネント、または計算あるいは
他の情報操作を実行することができる任意の他の適切なエンティティのうちの任意の組み
合わせで実装されうる。
【００２８】
　処理システム４０４は、ソフトウェアの格納のために機械可読媒体４０６に接続されて
いる。代案として、処理システム４０４は、機械可読媒体４０６自体を含みうる。
【００２９】
　ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マクロコード、ハー
ドウェア記述言語、あるいはその他で称されようとも、命令の任意の組み合わせを意味す
るように広く解釈されるものとする。命令は、コード（例えばソースコードフォーマット
、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、または任意の他の適切な
フォーマットコード）を含みうる。１つまたは複数のプロセッサによって実行された場合
、命令は、処理システム４０４に、様々なプロトコル処理機能と同様に後述された各種機
能を実行させる。
【００３０】
　ワイヤレスインターフェース４０２は、ＵＥ１１６の完全な物理レイヤ実装（physical
 layer implementation）を提供するように構成されうる。物理レイヤ実装は、特定のア
プリケーション、およびシステムに課された全体的な設計制約に依存することになる。処
理システム４０４は、他のワイヤレスデバイスとの通信をサポートするために、物理レイ
ヤ上の機能性をすべて実装し、ワイヤレスインターフェース４０２の送受信機能を利用す
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るように構成される。
【００３１】
　これら実施形態が、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェアあるいはマイクロコ
ード、プログラムコードあるいはコードセグメントで実装される場合、これらは、例えば
記憶素子のような機械可読媒体に格納されうる。コードセグメントは、手順、機能、サブ
プログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソフトウェアパッケー
ジ、クラス、または、命令、データ構造、あるいはプログラム文からなる任意の組み合わ
せを表すことができる。コードセグメントは、情報、データ、引数、パラメータ、あるい
は記憶内容の引渡および／または受信を行うことによって、他のコードセグメントまたは
ハードウェア回路に接続されうる。情報、引数、パラメータ、および／またはデータは、
メモリ共有、メッセージ引渡し、トークン引渡、およびネットワーク送信を含む任意の適
切な手段を用いて引渡、転送、あるいは送信されうる。
【００３２】
　ソフトウェアで実施する場合、本明細書に記載のこれら技術は、本明細書に記載の機能
を実行するモジュール（例えば、手続き、機能等）を用いて実施されうる。ソフトウェア
コードは、メモリユニット内に格納され、プロセッサによって実行されうる。メモリユニ
ットは、プロセッサ内部またはプロセッサ外部に実装されうる。プロセッサ外部に実装さ
れる場合、メモリユニットは、当該技術分野で周知のさまざまな手段によってプロセッサ
と通信可能に接続されうる。
【００３３】
　図５は、通信中の例示的なＢＳ５００およびＵＥ５０２のブロック図である。１つの構
成において、装置４００は、ＢＳ５００である。別の構成において、装置４００は、ＵＥ
５０２である。ＢＳ５００は、メモリ５０６、処理システム５０８、および複数のモデム
５１０－５２２を含む。メモリ５０６は、機械可読媒体４０６に対応し、複数のモデム５
１０－５２２は、ワイヤレスインターフェース４０２に対応し、処理システム５０８、は
処理システム４０４に対応する。複数のモデムは、ＣＤＭＡ２０００　５１０、ＵＭＴＳ
（ＧＳＭ／ＧＰＲＳ／Ｗ－ＣＤＭＡ）５１２、ＷｉＭＡＸ５１４、ＬＴＥ５１６、ＵＭＢ
５１８、ＦｌａｓｈＬｉｎＱ５２０（ＦｌａｓｈＬｉｎＱは、ライセンスされたスペクト
ルにわたってダイレクトモバイルツーモバイルを可能にする無線インタフェースである）
、および／またはその他のモデム５２２を含みうる。
【００３４】
　処理システム５０８は、モデムに対応する技術が利用可能かどうか判断するモデム５１
０－５２２と接続するように構成される。他のモデムが特定の技術が利用可能かどうか確
認するためだけに利用されている間、処理システム５０８は、１つまたは複数のモデムを
通じてサービスを提供するように構成されうる。そのような構成において、特定の技術が
利用可能かどうか確認するためだけに利用されたモデムは、送信機および送信機に関連す
るハードウェアを含まないかもしれない。
【００３５】
　処理システム５０８は、メモリ５０６に情報を格納するように構成される。処理システ
ム５０８は、ＢＳが対応するモデムをまったく有しないか、ＢＳが技術を通じてサービス
を提供するアクセスポイントの範囲外である場合のように、いくつかの技術を検出するこ
とができないかもしれない。そのような場合、処理システム５０８は、ＵＥ５０２または
他のＵＥから利用可能な技術についての情報を受信し、メモリ５０６に受信情報を格納す
るように構成されうる。処理システム５０８は、ＵＥ５０２が特定の技術が利用可能かど
うか検出するリソース（時間およびエネルギ）を消耗させる必要がないように、集約され
た技術情報をＵＥ５０２に通知するように構成される。処理システム５０８は、ＵＥ５０
２のロケーションに依存するＵＥ５０２にどの情報を提供するか判断しうる。ＵＥ５０２
のロケーションは、例えばＧＰＳ座標を通じて、ＵＥ５０２自体に提供される、または処
理システム５０８によって推定されうる。
【００３６】
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　先に述べたように、処理システム５０８は、モデム５１０－５２２を通じて、（モデム
５１０－５２２に対応する）特定のＷＷＡＮ技術の各々が利用可能かどうか判断するため
にワイヤレススペクトルをスキャンする。処理システム５０８は、動的に利用可能なワイ
ヤレスのホワイトスペースを継続的に探索する。処理システム５０８は、例えばＵＷＢの
ために、任意の干渉回避（ＤＡＡ：detect-and-avoid）要件を回避するスペクトルをさら
に検出する。
【００３７】
　処理システム５０８は、スペクトルワイヤレス技術のためのＤＡＡアシストを提供する
ために、ＷＷＡＮプロトコルのためのｋ－タプル情報、動的に利用可能なホワイトスペー
ススペクトルの近似量、およびＢＳ５００の性能を、ＵＥ５０２が通信の間中、１つまた
は複数のモデムを通じて送信するように構成される。１つの構成において、ｋは２に等し
く、情報は、プロトコルのネーム（a name of a protocol)およびプロトコルのためのス
ペクトル占有範囲を含む。別の構成において、情報は、さらにＷＷＡＮプロトコルに対す
るスペクトルロードおよび検出された信号強度のような追加情報を含む。処理システム５
０８は、１つの指定された周波数または周波数の指定されたセットでビーコン中に情報を
送信しうる。
【００３８】
　ＵＥ５０２は、ＢＳ５００からの追加情報を要求しうる。ＵＥ５０２は、それがサポー
トすることができるプロトコルのサブセットに対するＷＷＡＮプロトコルリストを除去し
うる。ＵＥ５０２がサポートすることができるプロトコルに対して、ＵＥ５０２は、各Ｗ
ＷＡＮ技術のために検出された信号強度と、各ＷＷＡＮ技術のためのスペクトルロードと
、動的に利用可能なホワイトスペースのための周波数範囲と、特定周波数範囲（ＵＥ５０
２が送信したい帯域）のために特有のワイヤレス技術（例えばＵＷＢ）のためのＤＡＡア
シスト情報とを要求しうる。
【００３９】
　処理システム５０８は、ＵＥ５０２によって要求されるような追加情報を提供すること
で、ＷＷＡＮ技術信号強度（受信ＳＩＮＲまたはＣＱＩ）と；ＷＷＡＮ技術のスペクトル
ロード（ＯＦＤＭサブキャリアの利用可能性）と；利用可能なホワイトスペースのための
周波数範囲と；回避するべきＤＡＡスペクトル領域、あるいは代替として、ＵＥ５０２が
使用することを考慮しうるスペクトル領域とをＵＥ５０２に提供するように構成される。
【００４０】
　一旦ＵＥ５０２がＢＳ５００からの技術関連情報を有すれば、ＵＥ５０２は、特定の技
術を使用するかどうか判断するためにその情報を利用しうる。さらに、ＵＥ５０２は、短
時間の間に指定された利用可能なホワイトスペースを使用しうる。更に、ＵＥ５０２は、
回避するべきスペクトル領域として示されていない、あるいはＢＳ５００によって考慮さ
れるスペクトル領域として示されたスペクトルのサブセット上でのみＤＡＡを試みうる。
ＵＥ５０２は、以前に検出された利用可能なスペクトルの送信／受信をＤＡＡとともにイ
ンターリーブすることができる。
【００４１】
　先に述べたように、処理システム５０８は、技術それ自体を検出するように構成される
、および／または利用可能な技術について他のＵＥによって提供される情報に依存するよ
うに構成されうる。後者の構成において、ＵＥ５０２のようなＵＥは、それらが検出する
技術についてＢＳ５００に情報を提供する。情報は、ＷＷＡＮプロトコル情報、ＵＥ５０
２が使用することになり、また使用期間であるホワイトスペース、ＤＡＡアシストのため
に回避するべきスペクトル領域（または利用可能でありうる）のインクリメンタル情報を
含む。処理システム５０８は、ＵＥからこの情報を受信し、情報を平均化し、どの情報が
信頼でき、どの情報が信頼できないかを判断しうる。複数のＵＥから複製される情報は、
１つのＵＥのみから受信される情報より信頼できると見なされうる。その後、処理システ
ム５０８は、メモリ５０６の情報を集約し、そのような情報を要求するＵＥ５０２のよう
なＵＥに情報および対応する信頼性測定値を提供しうる。
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【００４２】
　図６は、ＢＳ５００である例示的装置４００のモジュールフローチャートである。先の
述べたように、ＢＳは、少なくとも１のワイヤレスＷＷＡＮ技術を使用して、ワイヤレス
信号情報を受信しうる（６００）。例えば、ＢＳは、ＣＤＭＡ２０００を使用して他のＵ
Ｅをサービスするが、ＵＭＢモデムおよびＷｉＭＡＸモデムを使用してワイヤレス信号情
報を受信するためのＵＭＢモデムおよびＷｉＭＡＸモデムのような他のモデムを含みうる
。ＢＳは、受信したワイヤレス信号情報に関連するデータを集約する。ＢＳは、少なくと
も１つのワイヤレスＷＷＡＮ技術（例えばＵＭＢ、ＷｉＭＡＸ）と異なるＷＷＡＮ技術（
例えばＣＤＭＡ２０００）を使用してＵＥにデータ（データの一部またはすべて）のサブ
セットを提供する（６０４）。ＢＳは、ＵＥの位置に基づいてＵＥに送るべきデータを選
択しうる。ＢＳは、ＵＥからの位置情報（例えばＧＰＳ情報）を受信する、あるいはＢＳ
は、ＵＥの位置を推定しうる。ＢＳは、データを受信するＵＥの１つまたは複数のＷＷＡ
Ｎ技術に関連する追加情報のためにＵＥからクエリを受信しうる。ＢＳは、ＷＷＡＮ技術
（例えばＣＤＭＡ２０００）を使用して、ＵＥに追加データを提供しうる（６０８）。
【００４３】
　１つの構成において、例示的な装置４００は、少なくとも１つのワイヤレス広域ネット
ワーク技術を使用して、ワイヤレス信号情報を受信するための手段と、ワイヤレス信号情
報に関連するデータを集約するための手段と、該少なくとも１つのワイヤレス広域ネット
ワーク技術と異なるワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して第１のワイヤレスノード
にデータのサブセットを提供するための手段とを含む。前述の手段は、図６で特定された
アルゴリズムおよびモジュールで構成された処理システム４０４である。
【００４４】
　１つの構成において、例示的な装置４００は、該少なくとも１つのワイヤレス広域ネッ
トワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域ネットワーク技術に関連する追加データのた
めに第１のワイヤレスノードからクエリを受信するための手段と、該ワイヤレス広域ネッ
トワーク技術を使用して第１のワイヤレスノードに追加データを提供するための手段とを
追加で含みうる。別の構成において、例示的な装置４００は、第２のワイヤレスノードか
ら追加データを受信するための手段と、ここにおいて、追加データは、該少なくとも１つ
のワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネットワーク技術のセットに
関連する、該ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用する第１のワイヤレスノードに追加
データのサブセットを提供するための手段とを追加で含み、該ワイヤレス広域ネットワー
ク技術は、セット中のワイヤレス広域ネットワーク技術と異なる。別の構成において、例
示的な装置４００は、第１のワイヤレスノードに、該ワイヤレス広域ネットワーク技術を
使用して第１のワイヤレスノードに、追加データのサブセットに対応する、信頼性測定値
を提供するための手段を追加で含みうる。別の構成において、例示的な装置４００は、追
加データに追加データに似ているデータが他のワイヤレスノートから受信される場合、信
頼性測定値を増加させるため手段を追加で含みうる。別の構成において、例示的な装置４
００は、第１のワイヤレスノードから位置情報を受信するための手段を追加で含み、ここ
で、データのサブセットは、受信した位置情報に依存する。前述の手段の各々は、特定さ
れたアルゴリズムで構成された処理システム４０４である。
【００４５】
　図７は、ＢＳ５００でありうる、例示的な装置４００の別のモジュールフローチャート
である。ＢＳは、他のＵＥからのＷＷＡＮ技術に関連するデータを受信しうる（７００）
。ＢＳは、受信したワイヤレス信号情報から集約されたデータとともにＵＥに提供される
データを集約しうる。すなわち、ＢＳは、他のＵＥから受信されたデータとともにそれ自
身のモデムを通じて受信されたデータを組み合わせうる。ＢＳは、データが関連するＷＷ
ＡＮ技術と異なるＷＷＡＮ技術を使用して、ＵＥにデータのサブセットを提供しうる。Ｂ
Ｓは、さらにデータとともにＵＥに信頼性測定値を提供しうる。信頼性測定値は、ＵＥに
提供されるデータに対応し、複数のＵＥが類似データを提供する場合、ＢＳによって増加
される。
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【００４６】
　１つの構成において、例示的な装置は、少なくとも１つのワイヤレスノードからの少な
くとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術に関連するデータを受信するための手段と
、少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネットワー
ク技術を使用して、ワイヤレスノードにデータのサブセットを提供するための手段とを含
む。前述の手段は、図７に特定されたアルゴリズムおよびモジュールで構成された処理シ
ステム４０４である。
【００４７】
　図８は、さらに、ＵＥ５０２でありうる、例示的な装置４００の別のモジュールフロー
チャートである。ＵＥは、異なるＷＷＡＮ技術（例えばＣＤＭＡ２０００）を使用して、
少なくとも１つのＷＷＡＮ技術（例えばＷｉＭＡＸ、ＵＭＢ）上でＢＳから情報を受信す
る。その後、ＵＥは、受信情報に基づいて異なるＢＳを通じて少なくとも１つのＷＷＡＮ
技術（例えばＷｉＭＡＸまたはＵＭＢ）のうちの１つを利用しうる。
【００４８】
　１つの構成において、例示的な装置は、少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク
技術と異なるワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、少なくとも１つのワイヤレス
広域ネットワーク技術上で、第１の装置から、情報を受信するための手段と、受信情報に
基づいて第２の装置を通じて少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの
１つを利用するための手段とを含む。前述の手段は、図８に特定されたアルゴリズムおよ
びモジュールで構成された処理システム４０４である。
【００４９】
　上述された説明は、当業者が本開示の全範囲を十分に理解することを可能にするために
提供される。ここに開示される様々な構成に対する修正は、当業者にとって容易に明らか
であろう。したがって、本願請求項は、ここに記載された開示の様々な態様に限定される
ように意図されていないが、本願請求項の用語と一貫して全範囲を与えられており、単数
の要素への言及は、「１つまたは複数（one or more）」というよりも、具体的に述べら
れていない限り「１つ及び１つのみ（one and only one）」を意味するように意図されて
いない。特に明記されていない限り、用語「いくつか」は、１または複数を称する。要素
の組み合わせのうち少なくとも１つ（例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１
つ」）を記載する請求項は、記載された要素のうち１つまたは複数（例えば、Ａ、または
Ｂ、またはＣ、または、そのいずれの組み合わせ）を指す。当業者に知られているまたは
後に知られる、本開示全体にわたって説明される様々な態様の要素に対するすべての構造
的及び機能的な同等物は、参照によりここにおいて明示的に組み込まれており、そして、
本願請求項によって包含されるように意図される。さらに、ここにおいて開示されている
ものは、そのような開示が本願請求項で明示的に記載されているかどうかに関らず、公的
に使用されることが意図されている。要素が明示的にフレーズ「するための手段（means 
for）」を使用して記載されていないかぎり、または、方法の請求項の場合にはフレーズ
「するためのステップ（step for）」を使用して記載されていないかぎり、米国特許法第
１１２条第６項の規定の下で請求項の要素は解釈されるべきではない。
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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月19日(2013.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、ワイヤレス信号情報を
受信することと、
　前記ワイヤレス信号情報に関連するデータを集約することと、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワークを使用して、第１のワイヤレスノードに前記データのサブセットを提供することと
を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　上述された説明は、当業者が本開示の全範囲を十分に理解することを可能にするために
提供される。ここに開示される様々な構成に対する修正は、当業者にとって容易に明らか
であろう。したがって、本願請求項は、ここに記載された開示の様々な態様に限定される
ように意図されていないが、本願請求項の用語と一貫して全範囲を与えられており、単数
の要素への言及は、「１つまたは複数（one or more）」というよりも、具体的に述べら
れていない限り「１つ及び１つのみ（one and only one）」を意味するように意図されて
いない。特に明記されていない限り、用語「いくつか」は、１または複数を称する。要素
の組み合わせのうち少なくとも１つ（例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１
つ」）を記載する請求項は、記載された要素のうち１つまたは複数（例えば、Ａ、または
Ｂ、またはＣ、または、そのいずれの組み合わせ）を指す。当業者に知られているまたは
後に知られる、本開示全体にわたって説明される様々な態様の要素に対するすべての構造
的及び機能的な同等物は、参照によりここにおいて明示的に組み込まれており、そして、
本願請求項によって包含されるように意図される。さらに、ここにおいて開示されている
ものは、そのような開示が本願請求項で明示的に記載されているかどうかに関らず、公的
に使用されることが意図されている。要素が明示的にフレーズ「するための手段（means 
for）」を使用して記載されていないかぎり、または、方法の請求項の場合にはフレーズ
「するためのステップ（step for）」を使用して記載されていないかぎり、米国特許法第
１１２条第６項の規定の下で請求項の要素は解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、ワイヤレス信号情報を
受信することと、
　前記ワイヤレス信号情報に関連するデータを集約することと、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワークを使用して、第１のワイヤレスノードに前記データのサブセットを提供することと
を備える、ワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ２］
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
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用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用することに関連する第２の情報、前記
少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワークのために干渉回避を提供する能力に関連す
る第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、または検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ２］に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域
ネットワーク技術に関連する追加データのために前記第１のワイヤレスノードからクエリ
を受信することと、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データを提供することと
をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記１つのワイヤレス広域ネットワーク技術
の周波数範囲内で動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、または前記１つのワ
イヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つの備える
、
［Ｃ４］に記載の方法。
［Ｃ６］
　第２のワイヤレスノードから追加データを受信することと、ここで、前記追加データは
、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワーク技術のセットに関連する、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データのサブセットを提供することと
　をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術は、前記セット中の前記ワイヤレ
ス広域ネットワーク技術と異なる、
［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに、前
記追加データの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供することをさらに備える
、
［Ｃ６］に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記追加データに類似するデータが他のワイヤレスノードから受信した場合、前記信頼
性測定値を増加させることをさらに備える、
［Ｃ７］に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１のワイヤレスノードから位置情報を受信することをさらに備え、前記データの
前記サブセットは、前記受信した位置情報に依存する、
［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１０］
　少なくとも１つのワイヤレスノードから少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク
技術に関連するデータを受信することと、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワーク技術を使用して、ワイヤレスノードに前記データのサブセットを提供することと
を備える、ワイヤレス通信のための方法。
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［Ｃ１１］
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用可能にすることに関連する第２の情報
、あるいは前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避を提
供する能力に関連する第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ１０］に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、あるいは検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ１０］に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域
ネットワーク技術に関連する追加データのために前記ワイヤレスノードからクエリを受信
することと、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータを提供することと
をさらに備える、［Ｃ１０］に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術の周波
数範囲内の動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、あるいは前記１つのワイヤ
レス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ１３］に記載の方法。
［Ｃ１５］
　ワイヤレス広域ネットワーク技術のセットを使用して、ワイヤレス信号情報を受信する
ことと、
　前記ワイヤレス信号情報に関連する追加データとともに前記受信データを集約すること
と、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータのサブセットを提供することと
をさらに備える、［Ｃ１０］に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに、前記デー
タの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供することをさらに備える、
［Ｃ１０］に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記受信データに類似するデータが他のワイヤレスノードから受信された場合、前記信
頼性測定値を増加させることをさらに備える、
［Ｃ１６］に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記ワイヤレスノードから位置情報を受信することをさらに備え、前記データのサブセ
ットは、前記受信位置情報に依存する、
［Ｃ１０］に記載の方法。
［Ｃ１９］
　第１の装置から、少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレ
ス広域ネットワーク技術を使用して、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク
技術で情報を受信することと、
　前記受信情報に基づいて第２の装置を通じて前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のう
ちの１つを利用することと
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を備える、方法。
［Ｃ２０］
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つで追加情報の
ために前記第１の装置をクエリすることと、
　前記第１の装置から前記追加情報を受信することと
　をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、さらに前記
受信した追加情報に基づいて利用される、
［Ｃ１９］に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、前記受信した情報のみに基
づいて利用される、
［Ｃ１９］に記載の方法。
［Ｃ２２］
　追加情報を取得するために前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つに対
してスキャンすることをさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記
１つは、さらに前記取得された追加情報に基づいて利用される、
［Ｃ１９］に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記第１の装置に位置情報を提供することをさらに備え、前記第１の装置から受信した
前記情報は、前記提供された位置情報に依存する、
［Ｃ１９］に記載の方法。
［Ｃ２４］
　少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、ワイヤレス信号情報を
受信するための手段と、
　前記ワイヤレス信号情報に関連するデータを集約するための手段と、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワークを使用して、第１のワイヤレスノードに前記データのサブセットを提供するための
手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２５］
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用することに関連する第２の情報、前記
少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワークのために干渉回避を提供する能力に関連す
る第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ２４］に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、または検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ２５］に記載の装置。
［Ｃ２７］
前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域ネ
ットワーク技術に関連する追加データのために前記第１のワイヤレスノードからクエリを
受信するための手段と、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データを提供するための手段と
をさらに備える、［Ｃ２４］に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記１つのワイヤレス広域ネットワーク技術
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の周波数範囲内で動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、または前記１つのワ
イヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つの備える
、
［Ｃ２７］に記載の装置。
［Ｃ２９］
　第２のワイヤレスノードから追加データを受信するための手段と、ここで、前記追加デ
ータは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域
ネットワーク技術のセットに関連する、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データのサブセットを提供するための手段と
　をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術は、前記セット中の前記ワイヤレ
ス広域ネットワーク技術と異なる、
［Ｃ２４］に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに、前
記追加データの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供するための手段をさらに
備える、
［Ｃ２９］に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記追加データに類似するデータが他のワイヤレスノードから受信した場合、前記信頼
性測定値を増加させるための手段をさらに備える、
［Ｃ３０］に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記第１のワイヤレスノードから位置情報を受信するための手段をさらに備え、前記デ
ータの前記サブセットは、前記受信した位置情報に依存する、
［Ｃ２４］に記載の装置。
［Ｃ３３］
　少なくとも１つのワイヤレスノードから少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク
技術に関連するデータを受信するための手段と、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワーク技術を使用して、ワイヤレスノードに前記データのサブセットを提供するための手
段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ３４］
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用可能にすることに関連する第２の情報
、あるいは前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避を提
供する能力に関連する第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ３３］に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、あるいは検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ３４］に記載の装置。
［Ｃ３６］
前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域ネ
ットワーク技術に関連する追加データのために前記ワイヤレスノードからクエリを受信す
るための手段と、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータを提供するための手段と
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をさらに備える、［Ｃ３３］に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術の周波
数範囲内の動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、あるいは前記１つのワイヤ
レス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ３６］に記載の装置。
［Ｃ３８］
　ワイヤレス広域ネットワーク技術のセットを使用して、ワイヤレス信号情報を受信する
ための手段と、
　前記ワイヤレス信号情報に関連する追加データとともに前記受信データを集約するため
の手段と、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータのサブセットを提供するための手段と
をさらに備える、［Ｃ３３］に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに、前記デー
タの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供するための手段をさらに備える、
［Ｃ３３］に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記受信データに類似するデータが他のワイヤレスノードから受信された場合、前記信
頼性測定値を増加させるための手段をさらに備える、
［Ｃ３９］に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記ワイヤレスノードから位置情報を受信するための手段をさらに備え、前記データの
サブセットは、前記受信位置情報に依存する、
［Ｃ３３］に記載の装置。
［Ｃ４２］
　第１の装置から、少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレ
ス広域ネットワーク技術を使用して、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク
技術で情報を受信するための手段と、
　前記受信情報に基づいて第２の装置を通じて前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のう
ちの１つを利用するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ４３］
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つで追加情報の
ために前記第１の装置をクエリするための手段と、
　前記第１の装置から前記追加情報を受信するための手段と
　をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、さらに前記
受信した追加情報に基づいて利用される、
［Ｃ４２］に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、前記受信した情報のみに基
づいて利用される、
［Ｃ４２］に記載の装置。
［Ｃ４５］
　追加情報を取得するために前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つに対
してスキャンするための手段をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうち
の前記１つは、さらに前記取得された追加情報に基づいて利用される、
［Ｃ４２］に記載の装置。
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［Ｃ４６］
　前記第１の装置に位置情報を提供するための手段をさらに備え、前記第１の装置から受
信した前記情報は、前記提供された位置情報に依存する、
［Ｃ４２］に記載の装置。
［Ｃ４７］
　少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、ワイヤレス信号情報を
受信するためのコードと、
　前記ワイヤレス信号情報に関連するデータを集約するためのコードと、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワークを使用して、第１のワイヤレスノードに前記データのサブセットを提供するための
コードと
を備える、コンピュータ可読媒体を備える
コンピュータプラム製品。
［Ｃ４８］
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用することに関連する第２の情報、前記
少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワークのために干渉回避を提供する能力に関連す
る第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ４７］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４９］
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、または検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ４８］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５０］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域
ネットワーク技術に関連する追加データのために前記第１のワイヤレスノードからクエリ
を受信するためのコードと、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データを提供するためのコードと
をさらに備える、［Ｃ４７］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５１］
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記１つのワイヤレス広域ネットワーク技術
の周波数範囲内で動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、または前記１つのワ
イヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つの備える
、
［Ｃ５０］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５２］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　第２のワイヤレスノードから追加データを受信するためのコードと、ここで、前記追加
データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広
域ネットワーク技術のセットに関連される、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データのサブセットを提供するためのコードと
をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術は、前記セット中の前記ワイヤレス
広域ネットワーク技術と異なる、
［Ｃ４７］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５３］
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　前記コンピュータ可読媒体は、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記
第１のワイヤレスノードに、前記追加データの前記サブセットに対応する、信頼性測定値
を提供するためのコードをさらに備える、
［Ｃ５２］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５４］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記追加データに類似するデータが他のワイヤレスノー
ドから受信した場合、前記信頼性測定値を増加させるためのコードをさらに備える、
［Ｃ５３］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５５］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記第１のワイヤレスノードから位置情報を受信するた
めのコードをさらに備え、前記データの前記サブセットは、前記受信した位置情報に依存
する、
［Ｃ４７］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５６］
　少なくとも１つのワイヤレスノードから少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク
技術に関連するデータを受信するためのコードと、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネット
ワーク技術を使用して、ワイヤレスノードに前記データのサブセットを提供するためのコ
ードと
を備える、コンピュータ可読媒体を備える
コンピュータプログラム製品。
［Ｃ５７］
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用可能にすることに関連する第２の情報
、あるいは前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避を提
供する能力に関連する第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ５６］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５８］
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、あるいは検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ５７］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５９］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域
ネットワーク技術に関連する追加データのために前記ワイヤレスノードからクエリを受信
するためのコードと、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータを提供するためのコードと
をさらに備える、
［Ｃ５６］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６０］
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術の周波
数範囲内の動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、あるいは前記１つのワイヤ
レス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ５９］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６１］
　コンピュータ可読媒体は、
　ワイヤレス広域ネットワーク技術のセットを使用して、ワイヤレス信号情報を受信する
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ためのコードと、
　前記ワイヤレス信号情報に関連する追加データとともに前記受信データを集約するため
のコードと、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータのサブセットを提供するコードと
をさらに備える、［Ｃ５６］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６２］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記
ワイヤレスノードに、前記データの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供する
ためのコードをさらに備える、
［Ｃ５６］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６３］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記受信データに類似するデータが他のワイヤレスノー
ドから受信された場合、前記信頼性測定値を増加させるコードをさらに備える、
［Ｃ６２］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６４］
　コンピュータ可読媒体は、前記ワイヤレスノードから位置情報を受信するためのコード
をさらに備え、前記データのサブセットは、前記受信位置情報に依存する、
［Ｃ５６］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６５］
　第１の装置から、少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレ
ス広域ネットワーク技術を使用して、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク
技術で情報を受信するためのコードと、
　前記受信情報に基づいて第２の装置を通じて前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のう
ちの１つを利用するためのコードと
　を備える、コンピュータ可読媒体を備える
コンピュータプログラム製品。
［Ｃ６６］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つで追加情報の
ために前記第１の装置をクエリするためのコードと、
　前記第１の装置から前記追加情報を受信するためのコードと
　をさらに備え、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、さらに前記
受信した追加情報に基づいて利用される、
［Ｃ６５］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６７］
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、前記受信した情報のみに基
づいて利用される、
［Ｃ６５］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６８］
　前記コンピュータ可読媒体は、追加情報を取得するために前記ワイヤレス広域ネットワ
ーク技術のうちの前記１つに対してスキャンするためのコードをさらに備え、前記ワイヤ
レス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、さらに前記取得された追加情報に基づい
て利用される、
［Ｃ６５］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６９］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記第１の装置に位置情報を提供することをさらに備え
、前記第１の装置から受信した前記情報は、前記提供された位置情報に依存する、
［Ｃ６５］に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７０］
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　複数のワイヤレス広域ネットワーク技術を使用するように構成されたワイヤレスインタ
ーフェースと、
前記ワイヤレス広域ネットワーク技術に接続された処理システムと
　を備え、前記処理システムは、
　前記ワイヤレスインターフェースを通じて、少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワ
ーク技術を使用して、ワイヤレス信号情報を受信し、
　前記ワイヤレス信号情報に関連するデータを集約し、
　前記ワイヤレスインターフェースと通じて、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネッ
トワーク技術と異なるワイヤレス広域ネットワークを使用して、第１のワイヤレスノード
に前記データのサブセットを提供する
ように構成される、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ７１］
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用することに関連する第２の情報、前記
少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワークのために干渉回避を提供する能力に関連す
る第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ７０］に記載の装置。
［Ｃ７２］
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、または検出された信号強度、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ７１］に記載の装置。
［Ｃ７３］
　前記処理システムは、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域
ネットワーク技術に関連する追加データのために前記第１のワイヤレスノードからクエリ
を受信し、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データを提供する
ようにさらに構成される、［Ｃ７０］に記載の装置。
［Ｃ７４］
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記１つのワイヤレス広域ネットワーク技術
の周波数範囲内で動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、または前記１つのワ
イヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つの備える
、
［Ｃ７３］に記載の装置。
［Ｃ７５］
　前記処理システムは、
　第２のワイヤレスノードから追加データを受信し、ここで、前記追加データは、前記少
なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネットワーク技
術のセットに関連される、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイヤレスノードに前記
追加データのサブセットを提供する
　ようにさらに構成され、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術は、前記セット中の前記
ワイヤレス広域ネットワーク技術と異なる、
［Ｃ７０］に記載の装置。
［Ｃ７６］
　前記処理システムは前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記第１のワイ
ヤレスノードに、前記追加データの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供する
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ようにさらに構成される、
［Ｃ７５］に記載の装置。
［Ｃ７７］
　前記処理システムは、前記追加データに類似するデータが他のワイヤレスノードから受
信した場合、前記信頼性測定値を増加させるようにさらに構成される、
［Ｃ７６］に記載の装置。
［Ｃ７８］
　前記処理システムは、前記第１のワイヤレスノードから位置情報を受信するようにさら
に構成され、前記データの前記サブセットは、前記受信した位置情報に依存する、
［Ｃ７０］に記載の装置。
［Ｃ７９］
　複数のワイヤレス広域ネットワーク技術を使用するように構成されたワイヤレスインタ
ーフェースと、
　前記ワイヤレスインターフェースに接続する処理システムと
を備え、前記処理システムは、
　前記ワイヤレスインターフェースを通じて、少なくとも１つのワイヤレスノードから少
なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術に関連するデータを受信し、
　前記ワイヤレスインターフェースを通じて、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネッ
トワーク技術と異なるワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、ワイヤレスノードに
前記データのサブセットを提供する
ように構成される、装置。
［Ｃ８０］
　前記データは、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術の各々のための
第１の情報、前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のスペクトル内で利
用可能なホワイトスペーススペクトルを動的に利用可能にすることに関連する第２の情報
、あるいは前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のための干渉回避を提
供する能力に関連する第３の情報、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ７９］に記載の装置。
［Ｃ８１］
　前記第１の情報は、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、あるいは検出された信号強度のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ８０］に記載の装置。
［Ｃ８２］
　前記処理システムは、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つのワイヤレス広域
ネットワーク技術に関連する追加データのために前記ワイヤレスノードからクエリを受信
し、
　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータを提供する
ようにさらに構成される、［Ｃ７９］に記載の装置。
［Ｃ８３］
　前記追加データは、プロトコルのネーム、前記プロトコルのためのスペクトル占有範囲
、スペクトルロード、検出された信号強度、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術の周波
数範囲内の動的に利用可能なホワイトスペースの周波数範囲、あるいは前記１つのワイヤ
レス広域ネットワーク技術のための干渉回避情報、のうちの少なくとも１つを備える、
［Ｃ８２］に記載の装置。
［Ｃ８４］
　前記処理システムは、
　ワイヤレス広域ネットワーク技術のセットを使用して、ワイヤレス信号情報を受信し、
　前記ワイヤレス信号情報に関連する追加データとともに前記受信データを集約し、
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　前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレスノードに前記追加デ
ータのサブセットを提供する
ようにさらに構成される、［Ｃ７９］に記載の装置。
［Ｃ８５］
前記処理システムは、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記ワイヤレス
ノードに、前記データの前記サブセットに対応する、信頼性測定値を提供するようにさら
に構成される、
［Ｃ７９］に記載の装置。
［Ｃ８６］
　前記処理システムは、前記受信データに類似するデータが他のワイヤレスノードから受
信された場合、前記信頼性測定値を増加させるようにさらに構成される、
［Ｃ８５］に記載の装置。
［Ｃ８７］
　前記処理システムは、前記ワイヤレスノードから位置情報を受信するようにさらに構成
され、前記データのサブセットは、前記受信位置情報に依存する、
［Ｃ７９］に記載の装置。
［Ｃ８８］
　複数のワイヤレス広域ネットワーク技術を使用するように構成された無線インタフェー
スと
　前記ワイヤレスインターフェースに接続する処理システムと
　を備え、前記処理システムは、
　前記ワイヤレスインターフェースを通じて、第１の装置から、少なくとも１つのワイヤ
レス広域ネットワーク技術と異なるワイヤレス広域ネットワーク技術を使用して、前記少
なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術で情報を受信し、
　前記ワイヤレスインターフェースを通じて、前記受信情報に基づいて第２の装置を通じ
て前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの１つを利用する
ように構成される、装置。
［Ｃ８９］
　前記処理システムは、
　前記少なくとも１つのワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つで追加情報の
ために前記第１の装置をクエリし、
　前記第１の装置から前記追加情報を受信する
　ようにさらに構成され、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、さ
らに前記受信した追加情報に基づいて利用される、
［Ｃ８８］に記載の装置。
［Ｃ９０］
　前記処理システムは、前記ワイヤレス広域ネットワーク技術のうちの前記１つは、前記
受信した情報のみに基づいて利用される、
［Ｃ８８］に記載の装置。
［Ｃ９１］
　前記処理システムは、追加情報を取得するために前記ワイヤレス広域ネットワーク技術
のうちの前記１つに対してスキャンするようにさらに構成され、前記ワイヤレス広域ネッ
トワーク技術のうちの前記１つは、さらに前記取得された追加情報に基づいて利用される
、
［Ｃ８８］に記載の装置。
［Ｃ９２］
　前記処理システムは、前記第１の装置に位置情報を提供するようにさらに構成され、前
記第１の装置から受信した前記情報は、前記提供された位置情報に依存する、
［Ｃ８８］に記載の装置。
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